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第1章:運命の魔法書

ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが､彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ。箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない。彼女は注目

している手で本を持ち続け、今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手



｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ､ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします｡」

男の声は落ち着いており､彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目



の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ､ユリ･ミカド様｡ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった｡不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。



｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院
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第5章:入学式

大きな扉｢みんな、魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に､生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」



ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い､切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた。そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった。学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

1ナニ
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｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた。

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」



広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで､興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る｡まずは､基本となる『ルーメン｣の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って､教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。



｢『ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ､ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時､シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ、ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ



第8章:学院の謎

授業が終わると､ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ。」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして､何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。



｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは攝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で、二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに､ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から､かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」

そして､塔の最上階に到着すると、そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると､一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書



塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか･･･」



ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不
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安が募るずっと、知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて､学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。



｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが｢選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが､まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある｡だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明



するための特別な訓練を始めることになりました。
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第14章:禁断の魔法

計||練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。



｢この力は非常に強いが､その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた、ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と､仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何

だったた。

か不気味な力が働いているよう

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めて↓

…」

ユリもまた不安を感じていた。

､るのかも



ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て､以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き、影は一瞬にして消え

去った。しかし、ユリはその時､何か違和感を感じた。気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは､学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは､ライバルであるクローディアとの関係だっ

た。クローデイアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。



｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに･･ これは偶然じゃないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書｣なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡「闇の書｣が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない。ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密



黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時､シオン先生から呼び出しがあった｡学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは、少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ.シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢｢闇の書』は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され、誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。



｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローディアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに'|真重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし、突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った。ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローディアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし、彼女はすぐに顔を背け､何も言わずに立って去っ

ﾌ差
ﾉｰ○

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏



シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時､突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書



ユリは、いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが､彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我'|曼されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない。彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時



第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは、長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ､ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします｡」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き､まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。



｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた｡門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。



｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い､切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと､天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち
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入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。



寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ､よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」



ユリは制服を整え､朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら､大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る｡まずは､基本となる｢ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って、教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ､ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい



た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時、シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ、ユリ･ミカド。その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると､ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして、何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの



第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると､学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは曝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から､かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…ワ’ワ 」

そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」



ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ､本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじゃない

と。」



カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと､知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら､何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」



ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡「闇の書｣が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない｡ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密



黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの。その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時､シオン先生から呼び出しがあった｡学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは、少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢『闇の書｣は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され、誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで､闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。



｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが、まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじゃないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に、ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な



り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが｢闇の魔法｣…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される｡覚えておいて､ユリ｡魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と､仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に､学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど､何か不気味な力が働いているよう

だったた。



ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが､その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし、彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた、ユリと共に戦う覚悟を固めていた

。その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。



｢これが、私たちにできる善の策だ｡」

シオンしかし､その時、突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが、彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない。彼女は注目

している手で本を持ち続け、今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。



第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢コーリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは、長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて、ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ、ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け､ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門



馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然、馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと、冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す。ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生



｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味、その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い､切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと､天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」



カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ、学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ、もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで、すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に､ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると、カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら､大きな黒板と､部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない



｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る｡まずは､基本となる『ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って、教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢『ルーメン｣は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた｡手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ、ユリ。初めてだし、みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時、シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ、ユリ･ミカド｡その感」



シオン先生の言葉に､ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが､きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると、ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院､すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして､何か危ないことが

｢今夜､一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。



｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た。塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは攝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」

そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。



｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ､本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見っ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない。それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと､古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。



｢この本に勝っているのは､古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない。彼女の中で不安

が募るずっと、知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて､学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した。塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て！塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」

巻物には、かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める



｢ユリはその言葉に沈黙した｡『闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない｡ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」



ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢『闇の書』は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され､誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで､闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた。完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今､君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが､まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。



｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが､そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない･･･」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。



｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが、影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし、ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。



第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは､ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローディアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローディアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローディアはさらに慎重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった。た。

しかし、突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った｡ユリは咄瑳に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア､危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローディアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローディアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。



カズマもまた、ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど､何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。



｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放つ
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ユリは咄瑳に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは､学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローディアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ｡でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローディアはさらに慎重な態度を

見せた。



｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし、周囲の生徒たちに危険が迫った。ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローディアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローディアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け､何も言わずに立って去っ
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ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが､その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」



ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時､突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた｡学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが､彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。



｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない。彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや



正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは、長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ、ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった。ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様｡ここは闇夜学院です。」



ユリは一歩踏み出すと、冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります。皆、

皆で助け合い､切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。



第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ、学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業



翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と､部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは、基本となる『ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って、教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン｣は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん
ヂゴ l
ノーo」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた｡手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。



｢焦らなくても大丈夫だよ､ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に､心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時、シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ､ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に､ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると､ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院､すごいよね｡まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」



ユリは｢もしかして、何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た。塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは攝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。



｢誰か､いる…？」

そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が、彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ､本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。



｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ。学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと、知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。



｢ここなら､何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが､古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じやないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書｣なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡『闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし、その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの



かもしれない｡ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの｡その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢｢闇の書｣は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ。その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され、誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。



｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが、まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが､そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。



第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが｢闇の魔法｣…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた、ユリとともに計||練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した。彼女はカズマと共に､学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影



訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり、授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」



ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローデイアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと､私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローディアはさらに‘|真重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローディアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし、周囲の生徒たちに危険が迫った。ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」



その瞬間、クローディアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に、ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む



シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時、突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは、いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが、彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない｡彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。



第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは、長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ、ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門



馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと、冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す。ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生



｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから､各自の寮に別れ､学院生活が始まります。皆、

皆で助け合い、切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ､よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」



カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが､カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い､皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない



｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは､基本となる『ルーメン｣の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って、教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン｣は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが､何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ、ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時､シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ､ユリ･ミカド｡その感」



シオン先生の言葉に､ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると、ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった｡広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じゃないと思うんだ。」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして､何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った。ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。



｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは攝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに､ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か､いる…？」

そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。



｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや､まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。



｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと､知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ。た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が｢闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める



｢ユリはその言葉に沈黙した｡「闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない。ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの。その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは、少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」



ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり､あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢『闇の書』は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され､誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま､先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者｣だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが､まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。



｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが､そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される｡覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。



カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる｡でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した。魔法道具が勝手に動き出したり、授業中に生徒が

怪我をしたりするなど､何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

'．．」



ユリもまた不安を感じていた。
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ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが、影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。



｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた。気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは､ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローディアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに‘|真重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。



しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし、周囲の生徒たちに危険が迫った。ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローデイアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし、彼女はすぐ等に顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって､学院を守らなければなりません。」



カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の計||練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し、学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時､突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは、いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが、彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も



｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない｡彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」



馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ､ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると、馬車の扉が静かに聞こえた。外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた。それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった｡不気味な雰囲



気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す。ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に､生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味、その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります。皆、

皆で助け合い、切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた。そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち



入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしく！」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐ、に寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた。

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ｡」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで、すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業



翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい
ﾅ幸
ﾀ －0

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い､皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは、基本となる｢ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って､教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた｡手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。



｢焦らなくても大丈夫だよ､ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に､心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時、シオン先生が近づいてきて､ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ､ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ



第8章:学院の謎
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授業が終わると、ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった｡広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ。」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして、何か危ないことが



｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下､学院の奥にある古い塔へと向かっ

た。塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは曝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた。階段

を上るたびに､ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から､かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」



そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは'|真重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が、彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います｡でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。



｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない。それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた。この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと、知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて､学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが､古代魔法に



関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じやないな。」

巻物には、かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡『闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない。ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。



第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは、少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は､学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢｢闇の書｣は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され､誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが､君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。



｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが｢選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが、まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが､そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじゃないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な



り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される｡覚えておいて､ユリ｡魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に、ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた、ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる｡でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何か不気味な力が働いているよう

だったた〃



｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像､まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄瑳に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に雲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ノレーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。



第16章:クローデイアとの対立
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学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローディアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローディアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきやいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに慎重な態度を

見せた。



｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ｡私には

私のやり方がある。」

クローディアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った。ユリは咄瑳に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローデイアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」



ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に、ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た｡ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時、突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが､彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。



｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない｡彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが､手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや



正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ、ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」



ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります。皆、

皆で助け合い､切蹉琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。
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入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」



カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた･

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで、彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで､興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え､朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います、その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない



｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは､基本となる『ルーメン｣の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って､教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン｣は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ､ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に､心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時､シオン先生が近づいてきて､ユリの成果をじっと見

つめた、

｢いいぞ､ユリ･ミカド。その感」



｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな･･･」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。



｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと､知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て！塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じやないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める



シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると、ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった｡広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じゃないと思うんだ。」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして､何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った。ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。



｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは攝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」

そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが､ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。



｢ユリはその言葉に沈黙した｡「闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ､これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない。ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」



ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢『闇の書｣は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され､誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが､君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま､先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが、まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。



｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法｣…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の

ものにしようと

言葉を胸に、ユリは少しずつその力を自分の

努力していた。



カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる｡でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど､何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

･･･」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像､まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。



｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず、なんとかその攻撃を

防いだが、影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反鑿を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし、ユリはその時､何か違和感を感じた。気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは､学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローディアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきやいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに慎重な態度を

見せた。



｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った｡ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローディアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローデイアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け､何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」



ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし、彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた、ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に、ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し、学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し、全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時、突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた｡学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは、いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが、彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。



｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない。彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが､手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや



正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった。顔は半分隠れていて、ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ、ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」



ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ、学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが､その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから､各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い､切蹉琢磨することを忘れないように｡さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた。そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。



第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった。学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ､君も月影の寮かい？僕はカズマ､よろしく！」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に､ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業



翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで､興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え､朝食を軽くすると、カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは､基本となる『ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って、教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢『ルーメン｣は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが､何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。



｢焦らなくても大丈夫だよ、ユリ。初めてだし、みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に､心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時、シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ、ユリ･ミカド。その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると、ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった｡広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ。」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

’



ユリは｢もしかして、何か危ないことが

｢今夜､一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら､カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは曝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに､ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から､かすかに何かが動いて聞こえた。



｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが｢選んだし者｣だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが､まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。



第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法｣…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に、ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる｡でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に､学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影



計||練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した。魔法道具が勝手に動き出したり、授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが、影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた。気配

があったのだ。

［

｢誰かが、これを操っている…」



ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは､ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローデイアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ｡でも、今はみんな

で協力しなきやいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローディアはさらに慎重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った｡ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア､危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」



｢誰か、いる…？」

そして、塔の最上階に到着すると、そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が、彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま、興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見っ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

L－



｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない。それを知ってからじゃない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと､古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない･･･何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ。学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた。この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと､知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。



｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した。塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡『闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの



かもしれない｡ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは、少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢｢闇の書』は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され、誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで､闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。



その瞬間、クローデイアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け､何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた、ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に、ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

■■■



シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た｡ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ｡」

シオンしかし､その時､突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた｡学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは、いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが、彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな､選ばれし者よ。」



ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない｡彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった。顔は半分隠れていて、ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ、ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。



馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐ、に風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式



大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが､その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い、切蹉琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった。学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ､よろしく1」



元気な声に､ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな!j

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで、彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。



教室に入ったら､大きな黒板と､部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る｡まずは、基本となる『ルーメン｣の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って､教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢『ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた｡手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と咳いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ、ユリ。初めてだし、みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に､心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」



その時、シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ､ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に､ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると、ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院､すごいよね｡まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして、何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険



夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た。彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た。塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは曝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」

そして、塔の最上階に到着すると、そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして、魔法書？」

ユリは‘|真重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

’



｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが､ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると､一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま、興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います｡でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや､まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない。それを知ってからじやない

L ｜
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カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。



｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ､しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと､知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」



巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡「闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には､まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない｡ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった｡学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。



シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢『闇の書』は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され､誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま､先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者｣だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」



ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが､まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に、ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが､その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ｡魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「



シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。



第15章:裏切り者の影
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訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。



｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは､学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローディアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。



｢そんなこと、私だって大丈夫じゃないわ｡でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに慎重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の計||練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った｡ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローデイアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏



シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが､その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた、ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し、学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時､突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書



ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが､彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな、選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない。彼女は注目

している手で本を持ち続け、今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが､手

｢来週の月曜日、正午にその時



第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて、ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ､ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった｡ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界ぞ､と連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。



｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って､学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す｡ユリ様｣彼女は男に導かれ､学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に､生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが､その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。



｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い、切蹉琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった。学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが､カズ



マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで、興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か･･･どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を鑿え、朝食を軽くすると、カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは､基本となる｢ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って、教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の



｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは鳴きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」

そして､塔の最上階に到着すると､そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が、彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書



塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ、本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない。それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと､古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは､古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」



ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと､知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じやないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書｣なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡「闇の書』が危険

ことは明らかだが、同時に強大な力を持ってい

なものである

ることも

その時、「何だ､これ影は徐々に形を取り込み、 黒



｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない。ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった。学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ｡シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢｢闇の書』は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ。その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全



体をも巻き込む危険がある｡そのため、封印され、誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた。完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま､先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが、まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。



｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない･･･」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじゃないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に、ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが『闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい。使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた、ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と､仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。



｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に､学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり、授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。



ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた。気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローデイアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに‘|真重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」



クローディアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった。た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし、周囲の生徒たちに危険が迫った。ユリは咄瑳に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローディアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが､その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」



カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し、学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし､その時､突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが、彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を



ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな､選ばれし者よ。」

ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない｡彼女は注目

している手で本を持ち続け､今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが、手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」



馬車から降りたのに立っているのは､長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ､ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします。」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった。ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。

馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると､馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた。門を

通って､学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった｡不気味な雰囲



気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す。ユリ様｣彼女は男に導かれ、学院

第5章:入学式

大きな扉｢みんな、魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に、生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが、その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味、その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから、各自の寮に別れ､学院生活が始まります。皆、

皆で助け合い、切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと、天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち



入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった｡学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ、君も月影の寮かい？僕はカズマ､よろしく1」

元気な声に、ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ、学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしゃべりしたりしてるんだ。」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に、ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業



翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで､興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い､皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。

教室に入ったら、大きな黒板と、部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る。まずは、基本となる｢ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って､教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢『ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。



｢焦らなくても大丈夫だよ、ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時､シオン先生が近づいてきて､ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ､ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると､ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院､すごいよね｡まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」



ユリは｢もしかして、何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら､カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た。塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは曝きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも、その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。



｢誰か、いる…ワ’。」

そして､塔の最上階に到着すると、そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは'|真重に本に近づいたが、その瞬間、塔全体が揺れ始

めた。

｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が､彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い

ていて

｢これ､本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います。でも、それ以上に重要なこ

とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。



ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして､指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ､ユリ。初めてだし､みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」

その時、シオン先生が近づいてきて、ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ、ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎



授業が終わると､ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

へ向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院､すごいよね｡まるで別の世界にいるみたいだ。

」

｢うん。でも、ただの学校じやないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして､何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険

夜が更けると､学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下､学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。



第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが｢闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい｡使う人の精神

力と意志が試される｡覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「

シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と、仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影



計||練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど、何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

…」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。

｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て､以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず、なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に雲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている･･･」



｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじやない
ル ｜
ーO 」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。

｢これは普通の魔法書じやない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと、知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ。た。



｢ここなら､何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した。塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで、ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」

巻物には､かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が｢闇の書』なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡『闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ、これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本･･･何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの



かもしれない。ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時､シオン先生から呼び出しがあった｡学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。

シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢『闇の書｣は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され､誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ
の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。



｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま、先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今、君に宿っている

のだ。」

ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが､まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない･･･」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか。一緒に戦えるからさ。」

その言葉に､ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。



ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた。

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローディアとの関係だっ

た。クローデイアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローディアはユリに冷たい視点を向けて言った。

｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに‘|真重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローデイアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし、周囲の生徒たちに危険が迫った｡ユリは咄嵯に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると､彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」



その瞬間、クローデイアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け、何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏

シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に､ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む



シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ｡」

シオンしかし､その時、突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」

第1章:運命の魔法書

ユリは､いつもと変わらない夕暮れの屋敷にいた。家の中

は薄暗く、静寂に包まれている。12歳の誕生日が近づいて

いるが､彼女のはまた仕事で両親がいるを飛び回っていま

した､家に帰る気配はなかった。大きな屋敷には家政婦の

ミナとユリだけがいた。

｢地下室には入らないようにね。」

両親が何度も

｢少しだけなら…｣ユリは間違いなく階段を

ユリは指で箱の表面を撫でて､感動した瞬間、ひんやりとし

た様子が彼女を包み込んだ｡箱には奇妙な文字が彫られ

ている。

中には、一冊の古い本が我慢されていた。黒い革表紙の

その本には、古代文字が浮き上がっている。。

｢その瞬ついに見つけたな､選ばれし者よ。」



ユリは眺めて振り返るが、そこには誰もいない｡彼女は注目

している手で本を持ち続け、今見つけたものだけの本では

ないことを確信した。

第2章:不思議な手紙

翌朝、ユリは地下室

その｢ユリ･その文面に目を瞑ると、まるで

｢魔法…学院？まユリは半信疑半だったが､手

｢来週の月曜日、正午にその時

第3章:新たな世界

ついに迎えの日がや

正午を

｢お迎えにまいりました。」

馬車から降りたのに立っているのは、長いマントを着た男

だった｡顔は半分隠れていて､ただ雰囲気を漂わせてい

る。

｢さあ､ユリ･ミカド様。闇夜学院へご案内いたします｡」

男の声は落ち着いており、彼女を急かすこともなかったが、

その言葉には抗えない力があった。ユリは一瞬のためらい

を感じたが、手紙通りに馬車に乗り込む決意を固めた。



馬車はゆっくりと動き始めたが、すぐに風のような速さで空

を駆け抜け、ユリを未知の世界へと連れて行ってくれる。

第4章:闇夜学院の門

馬車は闇夜の中を静かに眺め、ユリはその不思議な空間

に実在していた。窓の外には星々が輝き、まるで夜空を飛

んでいるように感じた。時だけ折る、外から風の音だけが聞

こえる

どれくらい時間が経ったのか分からなかったが、突然､馬車

がゆっくりと停止した。窓の外を見ると、巨大な鉄の門が目

の前にそびえ立っていた。その門には古代文字が刻まれ

ております、黒い闇の中でも微かに光を放っている。

｢ここが…闇夜学院？」

ユリが見えていると、馬車の扉が静かに聞こえた｡外には、

その長いマントを着た男が待っていた。

｢ようこそ、ユリ･ミカド様。ここは闇夜学院です。」

ユリは一歩踏み出すと､冷たい夜風が彼女を迎えた｡門を

通って、学院の建物が見えてきた｡それは想像に大きく、重

厚感のある石造りの城のような建物だった。不気味な雰囲

気も漂っているが、同時にその中には圧倒的な力が秘めら

れていると感じた。

｢学院の生徒たち、今ちょうど入学式の準備をしておりま

す。ユリ様｣彼女は男に導かれ、学院

第5章:入学式



大きな扉｢みんな､魔法使いの卵」

彼女は少し心細壇上

｢新入生諸君その言葉に､生

｢だが、闇夜学院はただの学校ではない｡ここでは､魔法の

知識だけでなく、己の心の闇と向き合うことが求められる。

魔法とは強力な力だが､その力は時に破壊的にもなり得

る。それを忘れない。」

ユリはその言葉に胸が高鳴った｡魔法の力を手に入れるこ

との意味､その責任が大きいのかを感じ始めていた。

｢これから､各自の寮に別れ､学院生活が始まります｡皆、

皆で助け合い、切瑳琢磨することを忘れないように。さあ、

始まりの鐘を開く時だ。」

シオンが手をかざすと､天井から巨大な鐘の鳴り響いた｡そ

の音は学院全体に広がり、ユリの心にも深く響いた。

第6章:新しい仲間たち

入学式が終わり、ユリは自分の寮へ向かうことになった｡彼

女が配属されたのは｢月影の寮｣だった。学院には4つの寮

があり、それぞれに異なる特色があるという。月影の寮は、

知恵と直感を重んじる者たちが集う場所とされていた。

寮へ向かう途中、ユリは一人の少年と出会った。彼は明る

い表情でユリに声をかけてきた。

｢やあ､君も月影の寮かい？僕はカズマ、よろしくl」



元気な声に､ユリは少し思いましたが、すぐに笑顔を返しま

した。

｢ユリだよ。よろしくね。」

カズマはユリと同じくらいの年齢に見えたが、向こうを向いて

冒険心に満ちている様子だった。彼はすぐに寮の案内をし

てくれ､学院生活の基本的なことを教えてくれたた・

｢ここが寮の共用スペースだよ。みんな、自由時間にはここ

で勉強したり、おしやくりしたりしてるんだ｡」

広々としたには、ソファやテーブルが並べられ､もう何人の

生徒が集まっていました。ユリは少し緊張しましたが、カズ

マが彼女をみんなに紹介してくれたおかげで､すぐに打つ

ことが解けましたできました。

｢ユリ、これから一緒に頑張ろうな！」

カズマの言葉に､ユリはうなずいた。初めての友達ができ

たことで､彼女は少し心が軽くなった。

第7章:初めての魔法授業

翌朝、ユリは早めに目が覚めました。昨夜は新しい環境に

緊張してなかなか眠れなかったが､今日から本格的な魔法

の授業が始まるということで､興奮している自分に気づい

た。

｢初めての魔法の授業か…どんなことを学ぼう。」

ユリは制服を整え、朝食を軽くすると､カズマとともに教室へ

向かった。廊下にはかなりの生徒たちが行き交い、皆がそ

れぞれの期待と不安を抱いているようだった。



教室に入ったら、大きな黒板と､部屋の前に魔法道具が並

んでいるのが目に入った。中央には、シオン先生が立って

います､その威厳ある姿は最初の入学式の時と変わらない

ない

｢おはよう、諸君｡今日からいよいよ魔法の実践授業が始ま

る｡まずは､基本となる『ルーメン』の呪文を学んでもらう。」

シオン先生が杖を軽く振って､教室全体に柔らかな光が当

たりませんでした。彼は続けて説明を始めました。

｢｢ルーメン』は､魔法の基礎中の基礎だ｡この光の呪文を

しっかりマスターすることで､今後の魔法の

ユリは集中してシオン先生の言葉を聞いていた｡彼女に

とって初めての魔法の授業であり、絶対に失敗したくないと

いうが気持ち

｢まずは、自分の魔力を感じて､それを杖にして解放したん

だ。」

ユリは深呼吸をして、指先に魔力を集中させた。手に持っ

た杖を軽く振り、「ルーメン｣と眩いてみたが、何も感じな

かった。、彼女を励ますように微笑みました。

｢焦らなくても大丈夫だよ、ユリ。初めてだし、みんな最初は

うまくいかないさ。」

ユリは再び深呼吸をし､もう一度杖を振った。今度は杖の

先にほんの少しの光が灯り、その光がゆっくりと進んでい

た。彼女は自分が魔力をコントロールできた瞬間に、心の

中で歓喜を感じる

｢やった…！」



その時、シオン先生が近づいてきて､ユリの成果をじっと見

つめた。

｢いいぞ、ユリ･ミカド｡その感」

シオン先生の言葉に、ユリは自信を少しだけ感じ始めた。

魔法は確かに難しいが、きっと自分にもできると信じられる

ようになったよ

第8章:学院の謎

授業が終わると､ユリとカズマは昼食をとるために学院の庭

z~向かった。広々とした庭には古い木々が立ち並んで、ど

こか神

｢この学院、すごいよね。まるで別の世界にいるみたいだ。
」

｢うん。でも、ただの学校じゃないと思うんだ｡」

カズマが真剣な表

｢え、どういう｢昨日、ちょっと学院の奥」

ユリは｢もしかして､何か危ないことが

｢今夜、一緒にその塔を見に行ってみませんか？」

カズマは興

｢でも、そんなことしてて大｢大丈夫さ。僕たカズマの

第9章:禁じられた塔への冒険



夜が更けると、学院全体が静まり返った｡ユリはベッドで寝

たふりをしながら、カズマが部屋の前で待っているのを感じ

た｡彼女はそっと起き上がり、静かにドアを開けた。

｢準備はいい？」

カズマが小さな声で聞いてみると、ユリはうなずいた。

二人は月明かりの下、学院の奥にある古い塔へと向かっ

た｡塔は学院の中でも一番古く、ほとんど使われていない

場所だった。が見つかってゆく。

｢この塔だよ。聞こえたのは。」

カズマは鳴きながら、塔の入り口を指さした。

ユリは少し緊張しながらも､その扉に手を伸ばした。古い木

の扉は重く、音を立てずに開けるのは難しかった。中は狭

く、ほこりが舞っているのが見える。

｢行きます。」

カズマの合図で､二人は塔の中へと足を踏み入れた｡階段

を上るたびに、ユリの胸の鼓動がどんどん進んでいく。塔の

上から、かすかに何かが動いて聞こえた。

｢誰か、いる…？」

そして、塔の最上階に到着すると、そこには一冊の古い本

が置かれていた。部屋の中央にぽつんと置かれたその本

は、まるでユリたちを待っていたかのように輝いていた。

｢これ…もしかして､魔法書？」

ユリは慎重に本に近づいたが、その瞬間､塔全体が揺れ始

めた。



｢とりあえずでここを出よう！」

カズマが叫んだが、ユリはその本から目を離せなかった。

彼女にはこの本が、彼女自身の運命と深く考えていることが

直感的に分かった。

｢ユリ！早く1」

その声にやっと我に返り、ユリは本を登ると、一緒に頑張っ

て塔から逃げ出した

第10章:謎の古書

塔から戻ってきたユリとカズマは、息を切りながら月影の寮

にたどり着いていた。二人とも黙ったまま､興奮と不安の

入った目立った感情を抱いていた｡魔法書をしっかりと置い
ていて

｢これ､本当に危険なものだったのかな…？」

ユリは手に持った本を見つ

｢危険はない本当だと思います｡でも、それ以上に重要なこ
とだよ。」

カズマは真剣な顔で答えた。

｢どうする？先生に報告した方がいいのかな…」

ユリは少し心配そうに言ったが、カズマは首を振った。

｢いや、まだ待っていた方がいいと思う。何かこの本に隠さ

れた秘密があるかもしれない｡それを知ってからじやない

と。」

カズマの言葉にユリはうなずいた。そして、二人はその本を

概観するために、しばらく寮の部屋にこもることにした。ユリ

が本を開くと、古代文字で書かれた呪文や魔法の理論が

びっしりと記されているのが見えた。



｢これは普通の魔法書じゃない…何か特別なものだ｡」

ユリはページをめくりながらそう感じた。ページの隅には、

いくつかの奇妙な図形や記号が描かれており、それが何を

理解するのかは意味があり難しかった。

｢この本に勝っているのは、古い魔法だ｡学院でも読まない

ようなものだと思う。」

カズマがページを指さしながら言った。

｢でも、この本がどうしてあんな塔に置かれていたのか…」

ユリは本を閉じ、しばし考えた｡この本には学院に隠された

大きな秘密が関係しているのに違いない｡彼女の中で不安

が募るずっと、知りたいという気持ちも強くなっていた。

第11章:闇の影

数日後、ユリとカズマは塔で見つけた本についてさらに掘り

下げて、学院の図書館へ足を運んだ｡た。

｢ここなら、何かよくわからないかもしれない。」

カズマが言うと、二人は書棚を探した｡塔で見つけた本に

関する情報を探すのは簡単ではなかったが、古代魔法に

関する優先のコーナーで､ユリ置いてある冊子の古い巻物

を見つけました。

｢これ、見て1塔で見つけたシンボルと同じことが書かれて

いる。」

ユリが興奮してカズマに姿を現すと､彼も驚いた表情を浮か

べた。

｢確かに…これは偶然じゃないな。」



巻物には、かつて｢闇の書｣と呼ばれる強力な魔法書が存

在していたことが記されていた。

｢もしかして…あの本が『闇の書｣なのか？」

カズマは巻物を読み進める

｢ユリはその言葉に沈黙した｡『闇の書』が危険なものである

ことは明らかだが、同時に強大な力を持っていることも

その時、「何だ､これ影は徐々に形を取り込み、黒

｢逃げよう！」カズマが言う、二しかし､その影は後を検討し

よう｢この本…何かが反応して」

その瞬間、ユリの中にはない｢彼女が放った光の呪

｢やった…のか？」

カズマが息を切りながら言った。

ユリは起きたか理解できず､ただ手に持った本を見つめて

いた。この本には、まだ彼女が知らない力が眠っているの

かもしれない｡ために､もっと学ばなければいけないと強く

思いました。

第12章:シオン先生の秘密

黒い影との遭遇から数日が過ぎたが、ユリはその不思議が

頭から離れなかったあの・その中で疑問が一歩と浮かんで

きた。

そんな時、シオン先生から呼び出しがあった｡学院の一番

奥にある彼の書斎で待つように言われたユリは､少し不安

を感じながらも、カズマと一緒にその場所へ向かった。



シオンの書斎は、学院の他の場所と同じく古い装飾が

｢ユリ．シ｢君たちの塔で見つけた本」

ユリとカズマは驚いた表情を止めた。やはり、あの本はただ

の魔法書ではなかったのだ。

｢｢闇の書｣は､かつて最強の魔術師によって作られたもの

だ｡その力はあまりに強大で､使い方を誤ればこの世界全

体をも巻き込む危険がある。そのため、封印され、誰も触れ

ないシオン先生は厳しい表情で二人を見つめ続けた。

｢だが、君たちのその封印を解いてしまった｡そして､今そ

の

第13章:学院の危機

｢闇の書｣の封印が解けたことで、闇夜学院には徐々に不

穏な空気が漂っていた｡完全に理解するにはまだ時間が

必要だと感じていました。

｢闇の書がどうしても危険は､もうこの学院の中で始まってい

るのかもしれない。」

シオン先生の言葉が残っている。彼の表情には深い不安

が浮かんでいた。

｢でも、先生。どうして私がこの本に出会ってしまったんです

か？」

ユリは心の中に疑問を抱えたまま､先生に問い掛けた。

｢それは君たちが『選んだし者』だからだ｡君の家系には、

代々魔法の力を

受け継ぐ者が現れてきた。、その力は今､君に宿っている

のだ。」



ユリは驚きの表情を浮かべた｡担いでいる彼女の両親もま

た魔法使いだった事は知っていたが、まさか自分が特別な

役割をしているとは思っていなかった。

｢ユリ、にはこの学院を救う使命がある。だが、そのためには

闇の書を使いこなす力を君に届けなくてもいい。」

シオン先生の言葉は重く、ユリの心に深く響いていました。

｢私はただ普通の生徒で､そんな大きな使命を背負う自信

なんてない…」

｢ユリ、大丈夫だよ。君はもう何度も自分の

力を証明してきたじやないか｡一緒に戦えるからさ。」

その言葉に、ユリは少しだけ勇気を出しました。そして、二

人はシオン先生の指導のもと、闇の書に隠された力を解明

するための特別な訓練を始めることになりました。

第14章:禁断の魔法

訓練の日々が続く中、ユリとカズマは｢闇の書｣の力で少し

ずつ触れていた。しかし､その魔法は通常の魔法とは異な

り、非常に危険な側面を持っていた。間違っていれば、自

分自身も破壊しかねない力が秘められているのだ。

｢これが｢闇の魔法』…」

ユリはシオン先生のもとで､初めてその禁断の魔法に触れ

た時の重圧を思い出していた。

｢この力は非常に強いが、その代償も大きい。使う人の精神

力と意志が試される。覚えておいて､ユリ。魔法は一時的な

力だけではない。心の持ち方が全てをする決定。「



シオン先生の言葉を胸に､ユリは少しずつその力を自分の

ものにしようと努力していた。

カズマもまた､ユリとともに訓練を続けた。彼は自らの冒険

心と､仲間を守るという強い意志で困難に立ち向かってい

たが、時にはその力の大きさに優先されそうになることも

あった。

｢この魔法を使えば､たくさんのことができる。でも、間違っ

た使い方をすれば…」

ユリはその考えを頭から振り抜くように､魔法の練習に集中

した｡彼女はカズマと共に、学院を守るために自分達ができ

ることを考えていた。

第15章:裏切り者の影

訓練が進む中、学院の中では奇妙な出来事が終わって中

止した｡魔法道具が勝手に動き出したり､授業中に生徒が

怪我をしたりするなど､何か不気味な力が働いているよう

だったた。

｢これって､もしかして闇の力が関係しているのかな？」

カズマが不安そうに話した。

｢そうかもしれない。闇の書の力が暴走し始めているのかも

･･･」

ユリもまた不安を感じていた。

ある日、一角で大規模な爆発が起き、多くの生徒がパニッ

クに陥った。



｢この映像、まさか…」

ユリはその映像を見て、以前図書館で遭遇した黒い映像を

思い出した。

｢気ろをつけ、ユリ！」

カズマが叫んだが､影は二人に向かって強力な魔法を放っ

てきた。

ユリは咄嵯に防御の呪文をとりあえず､なんとかその攻撃を

防いだが､影はなおも執勧に襲いかかってきた｡彼女は自

分の持つ魔力を最大限に引き出し､反撃を試みた。

｢ルーメン！」

ユリが放った光の魔法が影を貫き､影は一瞬にして消え

去った。しかし､ユリはその時､何か違和感を感じた｡気配

があったのだ。

｢誰かが、これを操っている…」

ユリとカズマは、学院内に裏切り者がいる可能性を疑い始

めた．

第16章:クローディアとの対立

学院内で不安が広がる中、ユリはもう一つの問題に負けて

いた。それは、ライバルであるクローデイアとの関係だっ

た。クローデイアは学院内でも実力の高い生徒であり、ユリ

とはなかなか対立し存在していました。

｢ユリ、あんたが選んだれし者だって？ふざけないでよ。」

クローデイアはユリに冷たい視点を向けて言った。



｢そんなこと、私だって大丈夫じやないわ。でも、今はみんな

で協力しなきゃいけない時だよ。」

ユリは冷静に返したが、クローデイアはさらに慎重な態度を

見せた。

｢協力？あんたみたいな奴に頼るつもりはないわ。私には

私のやり方がある。」

クローディアはユリに対して競争心を燃やし続けていたが、

その根本には何か深い感情が隠されているようだった｡た。

しかし､突然の訓練中、クローデイアが突然魔法の暴走を

起こし､周囲の生徒たちに危険が迫った｡ユリは咄瑳に彼

女を助けようと駆け寄った。

｢クローディア、危ない！」

ユリが防御の魔法を張り、クローデイアを守ると、彼女は見

た表情でユリを見つめた

。「だって、同じ学院の仲間だから。」

その瞬間、クローディアの表情が一瞬だけ柔らかかった。

しかし､彼女はすぐに顔を背け､何も言わずに立って去っ

た。

ユリは彼女とその間とんでもない変化が起こる

第17章:決戦の予兆

学院内の不穏



シオン先生も学院の守りを強化し、闇の力が本格的に攻撃

してくる前に対策を講じていたが、その力は一日のうちに増

しているようだった。

｢闇の力がここまで強いなんて…」

ユリは学院内の変化に不安を感じていた。しかし､彼女は

その中で自分の使命を強く意識するようになった。

｢私がもっと強くなって、学院を守らなければなりません。」

カズマもまた､ユリと共に戦う覚悟を固めていた

｡その言葉に、ユリは深くうなずいた。彼らはこれから対決

に向けて、準備を進めていた。

第18章:学院を守るために

闇の力が今日一日強まる中、学院内の緊張感は頂点に達

していた。生徒たちも不安を抱えながら日々の訓練に励ん

でいたが、学院全体を包む

シオン先生は全ての生徒に非常事態を宣告し､学院の防

御を強化するための特別な結界を張って準備を進めてい

た。ユリとカズマもその結界の一部を担当し､全力で学院を

守るろうとしていた。

｢これが、私たちにできる善の策だ。」

シオンしかし、その時、突然学院の外から強力な闇の波動

が放たれた。学院の結界が揺れ､崩壊の危機に耐えた。

｢来たぞ…闇の力が、ここに！」
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